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磁化の温度微分と比熱の比、あるいは磁気熱量効果から定義される磁気グリューナイゼン比  

Γ𝐻 = (𝜕𝑀 𝜕𝑇⁄ )𝐻 𝐶⁄ = (𝜕𝑇 𝜕𝐻⁄ )𝑆/𝑇は、磁場誘起量子臨界点 (QCP)において発散を示すことが理

論的に予測されており、量子臨界現象の普遍性を議論する上で重要な量である  [1]。実験的に

も、磁場誘起 QCP を示す重い電子系の典型例である YbRh2Si2  [2] や、ゼロ磁場 QCP が提

案されている擬カゴメ近藤格子 CeRhSn [3]、及び量子スピンアイス Pr2 Ir2O7  [4] 等の量子臨

界領域において、実際にΓ𝐻の特徴的な発散が確認されている。  

我々は最近、系の異方性も含めた量子臨界性を議論するための新たな物理量として、回転

磁気グリューナイゼン比Γ𝜙 = −(𝜕𝑇 𝜕𝜙𝐻⁄ )𝑆,𝐻/𝑇𝐻⊥を定義し、その適用可能性について検証を行っ

ている  [5]。ここで、𝜙𝐻はある結晶軸方向と磁場がなす角度、𝐻⊥はその軸方向と垂直な磁場成

分である。また、(𝜕𝑇 𝜕𝜙𝐻⁄ )𝑆,𝐻は回転(磁場角度分解)磁気熱量効果であり、一定磁場下で試料を

回転させた際の温度変化に対応する  [6]。これまで、CeRhSn の類型物質である CeIrSn にお

い て Γ𝜙 を 適 用 す る こ と で 、 容 易 軸 方 向 の 磁 場 が 臨 界 性 を 制 御 す る よ い パ ラ メ ー タ と し て 、

Pr2 Ir2O7 に類似したゼロ磁場 QCP 的振る舞いやスケーリングが確認されている  [5]。一方、ゼ

ロ磁場 QCP は特殊な条件下にあり、より一般の磁場誘起 QCP での検証が必要である。  

今回、我々は前述の YbRh2Si2 に対し回転磁気グリューナイゼン比Γ𝜙を適用したので、その

結果を 報告する。 磁場角度分解磁気熱量効果 (MCE) 測定の結果  [7] を 用いて見積もった

0.1K におけるΓ𝜙は、磁場の容易面(ab 面)方向成分𝐻||𝑎をパラメータとして、H | |a での臨界磁場

と同じ𝐻𝑐,||𝑎 ~ 0.066 T でピークを持つ発散傾向を示した。また、H | |a 方向での通常の MCE 測

定か ら見 積も った Γ𝐻 と よ い一致 を 示 し 、 Γ𝐻 で予想 され る QCP に おけ る 発散  [1] と 同様に

Γ𝜙 ~ 1 |𝐻||𝑎 − 𝐻𝑐,||𝑎|⁄ の形でよく再現した。これは YbRh2Si2 の量子臨界領域においては磁場の

容易面方向成分𝐻||𝑎が臨界性のよい制御パラメータであり、困難軸方向成分に robust であるこ

とを示唆しており、以前報告した磁場角度分解比熱測定の結果  [8] とも矛盾しない。  

当日は上記の結果含め、回転磁気グリューナイゼン比Γ𝜙の適用可能性について議論し、可

能であれば他の温度域での測定結果も報告したい。  
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